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会 議 録 

会議名 令和 4年度第１回在宅医療・介護連携推進協議会 広報啓発部会 

日 時 令和 4年 7月 5日（火）  13 時 30 分～14 時 30 分 

会 場 WEB 会議（グーグルミート） 

参加者     【部会長】吉嵜 太朗（吉﨑歯科医院） 

【副部会長】白井 健志（三郷中央総合病院）、 

【委 員】栗原 一樹（采女の里デイサービスセンター）杉山郷美（福

祉のニッカ介護相談室） 

【サポートセンター/医師会事務局】藤井なほ美、川島幸道 

【市事務局】髙橋真一 

検討課題 １．委員変更・副部会長の選出 

２．事業計画 

内 容 

 

 

１．広報啓発部会の目的、新規委員の確認（みさと南訪問看護ステーシ

ョン居宅 丸山奈穂子→福祉のニッカ介護相談室 杉山郷美）。副部会

長の変更に伴い、新しく白井委員が選任された。 

２．今年度のスケジュールについて 

 本日を第 1 回とし、3～4 回で開催予定とし稼働する。 

３．実施内容 

 平成 29 年度は特養の看取りで石飛幸三先生、平成 30 年度は在宅で

の看取りで小笠原文雄先生にご講演をいただいた。 

令和元年は、介護ミニ講座として、市民向けの小規模な講座を開催する

こととし、介護の入口として地域包括センターの話を中心に実施した。

令和 2 年度はコロナ感染症拡大防止の観点から、冊子の配布とし、医療

介護の取っ掛かりとして、令和元年のミニ講座を参考に絵本風 B5 冊子

「介護の絵本」を作成し配布した。令和 3 年度も引き続き、冊子の作成

としＡCP 啓発として「人生会議の絵本」を作成、配布した。 

４．今年度の予算について 

 部会員の報償費を除き、総額 40 万円（税込み）となっている。 

５．今年度の方針と計画 

今年度、どの様なテーマで取り組むか協議会であげられた課題を参考 

として議論をした。 

■三郷市在宅医療介護連携推進協議会で出ている市民に対する課題 

①日常の療養について 
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   定期受診の必要性・介護サービス、往診等の周知 

②急変時の対応や入退院支援について 

   急変時の対応について知る事で在宅医療をイメージできるよう 

にする。 

③看取りについて 

   ACP や看取りに関心が持てるようにする。 

   媒体作成及び特設コーナーの設置、配布。 

 

【議論】 

方針として、今年度も前年度同様、コロナ感染症の影響で市民を集めて

講演、講座等を開催することは難しいとの結論となった。 

 今年度も市民向け啓発冊子を出すこととし、テーマについて検討し

た。 

【委員の意見】 

課題の中で対象が広い方がいいと思う。ACP の中で看取りとなると、 

一部の人に限られてしまうかも知れない。コロナで引きこもり気味だっ

た方に①の定期受診や往診の周知とかを働きかける等、基本に帰ること

も良いのではないか。介護の絵本は介護よりなので医療的な事をして重

ならないようにすればいい。 

 絵本を 3 部作にすることは継続の意味からいいと思う。看取りという

テーマは過去の絵本も生かせるのでよい。 

看取りというテーマはとてもナイーブで幅広く受け止められるよう

にはなっていない。もっとＡＣＰが普及してから行うのが良いかもしれ

ない。医療の入口として、信頼できる医師（かかりつけ医）を見つけて

貰うことや疾病のケアの大切さを周知していったらいいのではないか。 

 看取りをテーマとして、どういうものかを書いていくとそれだけで一

杯になってしまう。自分たちだけでなく、医療介護サービスを利用して

行えばできそうな看取りがあるということを伝えるのはどうか。 

 

【まとめ】 

（事務局）今年は看取り「仮」をテーマとして冊子の作成を致します。 

三郷市でも「心配しないで！在宅の看取り」というパンフレットを配っ

ています。参考資料として使いたいと思います。 

（吉嵜先生）広報啓発部会として 2 年間絵本を作成して、分かりやす

く、高齢者でも受け入れられるように簡単な絵本風冊子を作ることがコ

ンセプトです。前回の絵本の登場人物等がＡＣＰを行って看取りがこう
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なりましたというのは自然な流れかなと思います。 

（事務局）それでは、事務局で絵本のひな型を作成し MCS でアップし

ます。それを元に皆さんのご意見いただきながら、校正していきます。 

結論 1.2.3.4 承認 

5.在宅看取り「仮」についての絵本風冊子を作成して、配布す

る。 

内容については在宅看取り。ＡＣＰの絵本を作った事で看取りの

絵本に繋げられる。医療介護サービスを受けることで自宅でもで

きそうな看取りがあるということを伝える。 

・MCS に事務局が作ったひな型を載せる。それを委員に見て貰

い、文章等校正をしていく。 

次回検討課題 絵本の内容の確認。追加、削除など啓発絵本として練り上げてい

く。 

次回開催日時 未定 

 


